
卍
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の
輝
戒
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想

石

附

勝

龍

卍
山
道
白
暉
師

(
一
六
三
四
-
一
七
一
四
)
は
日
本
曹
洞
宗
に
於
て
、

戦
國
の
宗
學
衰
微
期
を
う
け
た
江
戸
初
期
に
宗
風
を
中
興
し
た
僧
と
し

て
、
そ
の
宗
統
や
清
規
の
復
古
に
加
え
て
、
輝
戒
儀
軌
の
復
古
運
動
は

當
時
の
佛
教
界
の
戒
律
復
興
の
機
運
に
も
慮
じ
、
た
め
に
そ
の
業
蹟
は

廣
く
他
宗
に
も
喧
傳
さ
れ
、
宗
乗
史
で
は
最
も
重
要
な
復
興
者
の
山
人

に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
所
が
近
来
宗
統
や
清
規
と
同
じ
く
、
輝
戒
に
於

て
も
戒
相

や
思
想
丙
容
の
貼
で
、
卍
山
に
輝
戒
の
特
質
獲
輝
に
相
鷹
せ

ぬ
教
家
戒

の
混
瀟

の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

つ
ゞ
、
未
だ
明
確
な
統

一

的
見
解
が
な
さ
れ
て
い
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
之
は
そ
の
戒
説
の
矛
盾
の
説

明
の
困
難
さ
と
、

一
方
繹
戒
思
想
は
卍
山
の
孫
の
萬
似
道
坦
輝
師

(
一

六
九
八
-
一
七
七
五
)
で
大
成
さ
れ
た
と
す
る
故
に
、
卍
山
自
髄
の
輝
戒

思
想

の
研
究
が
輕
視
さ
れ
た
事
に
よ
る
の
だ
が
、

こ
の
究
明
は
從
来
重

要
と
さ
れ

つ
」
蝕
り
顧
み
ら
れ
な
か

っ
た
教
家
戒
と
暉
家
戒
の
再
比
較

を
必
須
と
し
、
具
つ
繹
門
の
戒
系
を
尊
ぶ
上
か
ら
も
重
大
な
意
義
を
も

つ
も
の
と

い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
よ

っ
て
卍
山
の
繹
戒
思
想
の
特
色
を
考

察
す
べ
く
、
便
宜
上
問
題
鮎
を
次
の
四
つ
、
幽即
ち
、
1
戒
相
、
2
戒
系
、

3
掲
磨
形
式
、

4
思
想
内
容
に
大
別
し
て
考
え
た
い
。

1
 
戒
相

高
租
道
元
繹
師
の
著
な
る

『
正
法
眼
藏
受
戒
』
や
、
宗

傳

の

『
佛
祀
正
傳
菩
薩
戒
作
法
』
等
が
十
六
條
戒
の
軍
授
を
読
き
、
卍

山
が
こ
れ
を

一
字
だ
も
添
減
す
べ
か
ら
ず
と
説
き
、

具
つ
そ
の
嗣
職
紹

と
萬
擬
和
爾
が
卍
山
は
但
受
十
六
條
な
り
と
述

べ
て
い
る
こ
と
よ
り
、

卍
山
の
十
六
條
戒
説
は
確
か
で
、
當
時
隆
盛
し
た
黄
壁
小の
通
授
戒
に
封

す
る
洞
門
戒
法
の
特
質
の
自
畳
が
窺
え
る
。
同
時
に
讐
え
戒
相
が
五
十

八
戒
で
も
次
の
如
く
輝
戒
の
特
質
を
有
す
る
臨
濟
宗
が
あ
る
事
は
、
洞

門
戒
の
戒
法
中
の
位
置
を
考
え
る
上
に
注
意
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

2
 
戒
系

卍
山
は
天
台
宗
最
澄
が
北
宗
繹
脩
然
か
ら
う
け
た
達
磨

戒
と
繹
戒
は
同
じ
と
い
う
が
、
こ
れ
は
光
定
の
説
に
よ
る
も
の
で
、
最

澄
は
實
際
に
は
道
遽
か
ら
戒
を
受
け
た
の
み
で
、
そ
の
戒
系
は
天
台
圓

教
菩
薩
戒
相
承
師
々
血
脈
譜
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
相
承
に
よ
れ
ば

盧
舎
那
佛

・
娑
婆
繹
迦
佛
を
戒
源
と
す
る
梵
網
経

の
相
承
の
系
譜
で
、

代

々
の
租
師
中
十
地
に
至
れ
る
は
稀
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
経
の
眞

意
に
参
じ
て
霊
山
の
繹
奪
か
ら
直
授
し
た
と
特
書
さ
れ
る
慧
思

・
智
者

卍
山
繹
師

の
潭
戒
思
想

(
石

附
)
 

二
六
九
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二
七
〇

も
至
ら
な
い
と
い
う
の
は
重
要
で
あ
る
。

一
方
卍
山
は
教
學
的
理
想
佛

を
た
て
ず
菩
提
樹
下
成
畳
の
繹
奪
-
迦
葉
-
達
磨
-
六

祀
-
洞

山
-
道

元
輝
師
と
貫
ね
各
支
を
和
尚
と
呼
び
佛
祀
と
す
る
輝
宗
の
傳
法
の
系
譜

と
同
じ
と
い
う
。
又
舎
那
佛

の
戒
源
は
誰
ぞ
と
い
う
に

「
林
角
鄭
嫉
木

上
座

(渾
門
修
道
の
象
徴
)
」
と
答

え
、
更

に
そ
の
源
は
如
何
と
い
う
に

「未
曾
享
負
老
僧

(
本
來
の
面
目
・
自
己
)」
と
し
て
い
る

の
は
教
家
に

封
す
る
髄
謹
爲
本
印
身
是
佛
の
暉
家
の
自
畳
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

3
 
謁
磨
形
式

卍
山
が
輝
戒
の
復
興
を
特
に
叫
ん
だ
の
は
、
そ
の

師
月
舟
宗
胡
輝
師

(
一
六

一
八
-
一
六
九
六
)
が
永
季

・
大
乗

・
大
慈
の

三
寺
で
獲
見
さ
れ
た
宗
傳
の
儀
軌
に
よ
り
授
戒
を
行

っ
た
事
に
端
を
獲

し
、
か

つ
、卍
山
が
そ
の
儀
軌
を

「
戒
壇
儀
則
。
授
受
様
子
。
高
出
二
於

ニ

リ

諸
家

(
教
家
)
之
施
設
ご

と
強
調
し
、
そ
の
儀
軌

の
特
質
を

「
直
入
ニ

ニ

グ

ヲ

毘
盧
性
海
司
軍
提
二毘
盧
心
印
ご

と
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
儀
軌
の
具
髄
的
相
違
に
つ
い
て
卍
山
は
説
か

ぬ
が
、
繹
戒
の
別
傳
性
を
圭
張

す
る
甘
露

英
泉

の

『
戸
羅
敲
髄
章
』

ニ

セ

ヲ

(
一
七
二
四
年
刊
)
で
、
輝
門
の
掲
磨
を

「別
不
レ
立
二
冥
師
こ

と
し
三

師
を
請
せ
ず
請
師
を
設
け
ぬ
と
説
明
し
て
い
る
所
に
そ
れ
が
察
せ
ら
れ

る
。

こ
れ
は
大
乗
大
慈
等
よ
り
見
出
さ
れ
た
と
い
う
現
存
の

『
佛
租
正

傳
菩
薩
戒
作
法
』
や

『
正
法
眼
藏
受
戒
』
の
特
質
と

一
致
す
る
も
の
で
、

ニ
シ
テ

ズ

ニ

圓
頓
戒
が

「能
傳

而
非
二
能
授
こ

と
す
る
代
授
で
あ
る
に
封
し
、
現

前

の
戒
師

が
直
に
盧
含
那
佛
と
し
て
授
け
る
こ
と
を
圭
張
す
る
も
の
で

あ
る
。
濟
宗
で
も
榮
西
や
虎
關
師
錬
は
殆
ん
ど
圓
頓
戒
軌
に
よ
る
が
、

卍
山
の
後
に
で
た
東
嶺
圓
慈

(
一
七
二
一
-
一
七
九
二
)
の
は
現
前
の
師
,

に
向

っ
て
十
佛
名
と
輝
戒
の
傳
灯

・
護
法
善
神

・
流
通
和
尚
賢
聖
を
唱

え
て
拝
す
6
の
み
で
代
授
の
爲
の
請
師
を
し
て
な
い
の
は
、
卍
山
と
同

じ
く
儀
規
に
於
け
る
暉
門
の
自
畳
宣
揚
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

4
 
思
想
内
容

從
来
卍
山
の
繹
戒
を
論
ず

る
に
最
も
重
覗
さ
れ
、

具
つ
意
見
の
封
立
し
て
い
る
の
は
そ
の
思
想
内
容
に
就
て
で
あ
る
が
、

卍
山
に
は
前
述
の

「
直
入
毘
盧
…
…
」
の
如
き
本
謹
に
直
に
契
う
の
を

意
味
す
る
文
と
、
戒
定
慧
の
三
學
次
第
の
持
戒

に
よ
り
戒
無
相
の
悟
に

達
す
る
と
説
く
文
が
共
に
見
ら
れ
學
人
を
迷
わ
せ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
は
他
宗
の
戒
思
想
よ
り
せ
ば
理
解
し
易
い
。
師
錬
は
自

分
が
相
承
し
た
戒
は
達
磨
の

「無
相
心
地
大
戒
」
で
、
こ
れ
は
傳
戒
=

傳
法
、
輝
外
無
戒

・
戒
外
無
輝
で
あ
る
が
、
こ

の
無
相
戒
は
受
戒
者
が

直
ち
に
議
得
す
る
も
の
で
は
な
く
、
受
戒
の
因
縁
に
よ
り
持
戒
修
道
の

後
に
至
る
も
の
と
し
、
又
東
嶺
は
戒
を
見
性
以
前

の
三
學
次
第
の

「信

解
戒
」
と
以
後
の
「誰
得
戒
」
に
分
け
、
謹
得
戒

の
中
に
李
等
観
の
見
性

・
差
別
の
修
行

・
徹
底
の
悟
等
を
み
て
い
る
。
」即
ち
繹
門
で
も
濟
宗
は

戒
に
過
程
的
と
究
極
的
意
義
と
二
通
り
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
圓
頓
戒

の
廿
五
方
便
中
の
三
學
次
第
の
持
戒
清
浄
と
、

三
學

一
致
の
自
性
清
浄

戒

の
二
説
明
は
そ
れ
に
相
鷹
す
る
。
卍
山
の
輝
戒
思
想
の
矛
盾
と
は
こ

の
究
極

・
過
程
の
戒
の
二
つ
の
具
髄
相
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
此
を
高
祀
の
戒
思
想
と
比
較
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
『
正
法
眼
藏
随

聞
記
』
に
よ
れ
ば
、
高
租
に
於
て
は
佛
道
を
學
す
と
は
佛
租
の
行
履
に
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な
ら
う

こ
と
で
あ
り
、
自
ら
持
戒
さ
れ
る
自
受
用
三
昧
の
坐
揮
中
心
の

行
持
を
保
で
る
、
現
前
の
正
師
の
行
履
を
な
ら
う
こ
と
だ
、
と
し
て
い

る
。
印
ち
東
嶺
が
信
解
戒
の
性
相
の
二
義
の
中
、
相

の
義
と
し
て

「外

ギ

ヲ

エ

ノ

ジ

ヲ

ク
ル
ナ
リ

ノ

ヲ

防
二欲
漏
、
調
二
身
語
業
一内
断
二習
氣
一助
二

知
見
力
こ

と
述
べ
る
如
き

段
階
的
助
業
と
み
る
考
え
を
高
祀
は

『佛
性
』
巻
で
凡
夫
見
と
し
つ
つ
、

然
も
箪
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
條

々
の
赤
心
と
し
て
う

け
と
る
の
が
佛
法
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
卍
山
の

『
暉
戒
訣
』

の
註
繹

な
る
卍
海
宗
珊
の

『
輝
戒
訣
註
解
』
(
一
七
六
三
年
刊
)
を
み
る
と
、
卍

山
が
護
戒
修
道
の
後
至
る
と
す
る
無
相
清
浮
戒
を
、
見
性
以
上
の
地
上

深
位
に
始
め
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
薄
地
淺
位
に
も
分
に
随

っ
て
あ
る

の
だ
と
し
、
位
に
約
し
て
義
を
到
ず
る
は
能
所
を
分

つ
教
家

の
こ
と

で
、
我
繹
宗
は

一
超
直
入
で
そ
の
様
な
沙
汰
な
し
と
し
、
暗
に
卍
山
を

す
ら
教
家
的
と
し
て
三
學

一
致
を
強
調
す
る
の
は
前
の
高
租
の
説
明
に

相
憲
し
よ
う
。

さ
て
こ
こ
で
卍
山
の
戒
思
想
の
段
階
的
傾
向
が
し
れ
た
が
、
次
に
そ

の
所
以
に
つ
い
て

一
言
し
て
み
た
い
。
『
心
印
戒
儀
』

で
東
嶺
が
頓

に

見
性
了
徹
し
て
無
相
戒
に
よ
り
直
に
幅
智
具
満
底
の
大
業
を
圓
備
す
る

の
は
大
丈
夫
見
め
能
事
で
あ
り
、
小
機
巧
者
の
企
及
す
る
所
で
は
な
い

と
し
、

そ
れ
故
に
前
方
便
的
信
解
戒
を
設
け
た
と
し
て
い
る
の
は
重
要

で
あ
る
。
卍
山
が
實
相
戒
の
説
示
の
前
に
次
第
戒

の
説
を
の
べ
た
後
で

「老
婆

心
切
不
レ
毘
吻
吻
」
と
い
っ
て
い
る
の
が
こ
れ

で
、
次
第
戒
が

小
機
根

の
爲
の
方
便
説
な
る
事
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
高
祀
に
み
る

と
、
『普
勧
坐
繹
儀
』
が
佛
組
の
自
受
用
三
昧
を
萬
人
に
勧

め
る
如
く

機
根
を
匿
別
し
て
い
な
い
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
高
祀
の

一
如
戒

と
他
戒
と
を
、
か
の
圓
頓
戒
と
大
小
通
授
戒

の
關
係
に
比
せ
ぱ
、
日
本

國
を
純

一
乗
國
と
認
め
る
事
に
よ
り
圓
頓
戒

の
但
受
徹
底
が
行
わ
れ
純

粋
な
獲
輝
が
な
さ
れ
た
如
く
、
高
祀
の
機
根

を
簡
ば
ぬ
戒
思
想
に
於
て

始
め
て

一
超
直
入
-
郎
身
是
佛
を
旨
と
す
る
輝

宗
の
特
質
が
護
輝
さ
れ

た
と
い
え
よ
う
。
勿
論
卍
山
も
機
に
よ
り

一
如
の
戒
を
説
い
た
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
機
根
の
差
別
に
よ
り
輝
戒
思
想
の
洞
門
的
特
質
が
薄
ら

い
で
い
る
嫌
い
は
否
め
な
い
と
思
う
。

か
く
し
て
卍
山
の
前
述
の
次
第
戒
説
は
、
琿
戒
の
特
質
主
張
の
面
で

は
若
干
問
題
が
あ
る
が
、
前
述
の
傳
承
の
戒
形
式
の
説
明
や
、
そ
の
他

紙
上
の
血
脈
の
理
事
不
二
の
顯
揚
、

又
得
戒
を
見
性
で
な
く
師
資
の
面

授
に
重
き
を
お
く
の
は
、
洞
門
繹
戒
凋
特
の
解
繹
の
先
駆
的
な
も
の
の

あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

以
上
卍
山
の
輝
戒
思
想
の
諸
要
素
を
若
干

の
べ
た
が
、
そ
の
特
質
を

一
言
に
し
て
い
え
ば
、
中
世
の
宗
學
衰
微
時
代

か
ら
、
暉
戒
的
特
色
の

濃
い
宗
傳
の
儀
軌
確
認
等
を
中
心
と
し
て
、
更
に
江
戸
初
期
の
宗
門
組

織
期
に
よ
る
教
家
に
封
す
る
揮
宗
の
別
傳
意
識
に
促
さ
れ
、
具
つ
當
時

漸
く
現
れ
始
め
た

『
正
法
眼
藏
』
の
宗
典
に
よ
り
佛
法
の
総
府
と
し
て

の
本
謹
妙
修
の
高
い
思
想
に
練
ら
れ
、
獲
輝
せ
ん
と
さ
れ
つ
つ
あ
る
過

程
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
輝
戒
の
宣
揚
に
激
獲
さ
れ
て
繹
戒
論

諄
が
起
り
、
輝
戒
宗
義

の
徹
底
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
(註
略
)

卍
山
輝
師

の
輝
戒
思
想

(
石

附
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